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平成24年7月3日からの大雨による被害状況等について 
※ これは速報であり、数値等は今後も変わることがある。 

 

平 成 ２ ４ 年 ７ 月 ６ 日 

０ ９ 時 ３ ０ 分 現 在 

内 閣 府 
 
１．気象の概況（気象庁情報：７月５日15:00現在） 
 （１）概況 
   ・梅雨前線は西日本をゆっくり北上し、暖かく湿った空気の流れ込みにより中国地方では局

地的に雷を伴った激しい雨が降っている。また北日本や東日本でも寒気の影響で大気の状態
が不安定となり、局地的に雷を伴った激しい雨が降っている。 

 

 （２）大雨の状況（７月２日0時～７月５日15時まで） 
  ・主な一時間降水量 

大分県  耶馬渓   ９１．０ミリ    3日 06時45分まで 

福岡県   英彦山   ８６．５ミリ    3日 06時14分まで 

大分県   日田    ８０．５ミリ    3日 08時03分まで 

福岡県   黒木    ７１．０ミリ    4日  10時21分まで 

熊本県  湯前横谷 ６３．０ミリ    2日 08時34分まで 

  ・主な24時間降水量 

大分県    耶馬渓  ２５１．０ミリ  3日  23時10分まで 

大分県    院内    １９４．０ミリ  4日  05時50分まで 

宮崎県   えびの  １８９．０ミリ  2日  17時50分まで 

福岡県   英彦山  １７８．５ミリ  3日  23時10分まで 

熊本県   湯前横谷 １７８．０ミリ  2日  12時20分まで 

  ・主な期間総雨量 

大分県    耶馬渓   ３３３．５ミリ 

福岡県   朝倉     ２５２．０ミリ 

大分県   院内     ２４７．５ミリ 

福岡県   英彦山   ２４４．５ミリ 

大分県   日田     ２３５．０ミリ 

 

 （３）今後の見通し 
   ・梅雨前線の活動が活発なため、中国地方では５日（木）夕方にかけて、雷を伴った激しい

雨が降る見込み。 

・６日（金）は梅雨前線が次第に南下するため、西日本を中心に局地的に雷を伴った激しい
雨が降る見込み。 

・これまでに降った雨により、地盤の緩んでいるところがあり、土砂災害に厳重な警戒が必
要。また、河川の増水、低い土地での浸水に警戒。 

・大気の状態が非常に不安定となっており、落雷や竜巻などの激しい突風にも注意が必要。 

 

 

 

 

 

 

 



2 

 

２．人的・住家被害の状況（消防庁調べ：７月６日09:30現在） 

都道府県名 

人 的 被 害 住  家  被  害 非住家被害 

死者 
行 方 

不明者 

負 傷 者 
全壊 半壊

一部

破損 

床上

浸水 

床下 

浸水 

公共

建物 

その

他 重傷 軽傷

人 人 人 人 棟 棟 棟 棟 棟 棟 棟 

福岡県 1     1   1 4 30  242  22 9 

大分県   1 1 1 4 3 5 推定 2,800※ 3 8 

合 計 1 1 1 2 4 4 9 30  242  25 17 

※大分県日田市においては、240 世帯以上の世帯で床上浸水が発生し、被災者生活再建支援法が適
用されている。 

 
 

３．避難の状況 
（１）避難指示（消防庁調べ：７月６日09:30現在） 
都道府県

名 
市町村名 対象世帯数 対象人数 指示日時 解除日時 

大分県 日田市 8,006 21,925 7 月 3 日 9:50 7 月 3 日 20:10 

小計 8,006 21,925     

合 計 8,006 21,925     

 
（２）避難勧告（消防庁調べ：７月６日09:30現在） 

 【現在】福岡県久留米市、朝倉市 2,828世帯、7,634人 

都道府県

名 
市町村名 対象世帯数 対象人数 勧告日時 解除日時 

福岡県 
久留米市 48 154 7 月 3 日 21:00   

朝倉市 2,828 7,634 7 月 4 日 10:50   

小計 2,876 7,788     

大分県 

中津市 
46 118 7 月 3 日 7:50 7 月 3 日 19:30 

1,858 4,540 7 月 3 日 9:25 7 月 3 日 22:15 

日田市 

171 376 7 月 3 日 10:30 7 月 3 日 17:40 

5,999 16,816 7 月 3 日 20:10 7 月 4 日 7:30 

5,999 16,816 7 月 4 日 9:00 7 月 4 日 18:30 

28 64 7 月 4 日 18:30 7 月 5 日 9:30 

由布市 92 205 7 月 3 日 9:20 7 月 4 日  15:30 

玖珠町 
6,811 17,488 7 月 3 日 9:50 7 月 3 日 16:30 

179 518 7 月 3 日 16:30 7 月 3 日 19:10 

小計 21,183 56,941     

合 計 24,059 64,729     
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（３）避難者数（内閣府調べ：７月５日16:30現在） 

  ・福岡県朝倉市  44人 

 

４．その他被害の状況 
（１）土砂災害  （国土交通省調べ：７月５日15:00現在） 

・土石流等 3 県 8 件 

福岡県  1 件（久留米市） 

熊本県   2 件（球磨村 1、山江村 1） 

大分県   5 件（由布市 2、別府市 1、中津市 1、日田市 1） 

※由布市 1、別府市 1は 7月 1日に発生 

 

・がけ崩れ 7 県 14 件 

  静岡県  1 件（牧之原市 1） 

  三重県  1 件（紀北町 1） 

  広島県  2 件（東広島市 2） 

  山口県  2 件（山陽小野田市 1、周南市 1） 

  愛媛県  4 件（宇和島市 2、八幡浜市 1、西予市 1）※宇和島市 1は 7月 1日に発生 

福岡県  1 件（朝倉市 1） 

大分県  3 件（宇佐市 1、日田市 1、玖珠町 1） 

 

（２）河川 （国土交通省調べ：７月５日15:00現在） 

○国管理河川の出水状況 

 ・現在、計画高水位を超えている河川         なし 

 ・現在、はん濫危険水位を超えている河川      なし 

 ・現在、避難判断水位を超えている河川          なし 

 ・現在、はん濫注意水位を超えている河川      なし 

 ・計画高水位を超えたが、現在下回っている河川  1 水系 1 河川 

 ・はん濫危険水位を超えたが現在下回った河川   1 水系 3 河川 

 ・避難判断水位を超えたが現在下回った河川     なし 

 ・はん濫注意水位を超えたが現在下回った河川   1 水系 3 河川 

 

○河川の状況 

   ・河川管理施設等被害：筑後川水系花月川で破堤2箇所 

                  山国川水系山国川など3水系5河川で護岸崩壊等31箇所 

（３）ライフライン 

○電力（経済産業省調べ：７月４日15:00現在） 

・現在の停電戸数：約30戸 

・主な停電地域：大分県中津市 

・延べ停電戸数：約5,500戸 

・主な設備被害：配電設備 

（電柱倒壊2本、電柱折損1本、電柱転倒1本、電線線断線4箇所 他調査中） 

・最大停電戸数：約700戸 
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  ○都市ガス（経済産業省調べ：７月４日15:00現在） 

・被害情報なし。引き続き調査中 

 

  ○水道（厚生労働省調べ：７月５日15:00現在） 

   （１）被害状況 

    ・大分県日田市及び中津市で断水が発生。 

日田市では 504 世帯が断水（うち、381 世帯は復旧済み） 

中津市では 185 世帯が断水（全て復旧済み） 

  （２）応急給水 

    ・日田市における断水地区については、給水車及び給水タンク（日田市で対応）により応

急給水を実施 

 

  ○通信関係の状況（総務省調べ：７月５日16:00現在） 

      ・全て復旧済み。 

 

  ○放送関係の状況（総務省調べ：７月５日16:00現在） 

      【地上波】 

・復旧済み。 

     【ケーブルテレビ】 

    ・１世帯を残して復旧済み。 

 

（４）道路（国土交通省調べ：７月５日15:00現在） 

・高速道路の通行止め状況 

現在、1 路線で通行止め（7 月 3 日からの延べ通行止め３路線） 

路線名 区間名 被災状況 備考 

大分道 

上り：朝倉 IC～日田 IC 

下り：朝倉 IC～天瀬
あまがせ

高塚
たかつか

IC 

土砂崩れ

雨 

7 月 3日 

 8:19～ 土砂崩れによる通行止め 

（上り：杷木 IC～朝倉 IC） 

 8:35～ 土砂崩れによる通行止め 

（下り：杷木 IC～朝倉 IC） 

 9:05～ 土砂崩れによる通行止め 

（下り：日田 IC～天瀬高塚 IC） 

 9:48～ 事前通行規制 

（杷木 IC～日田 IC） 

7 月 4 日 

 17:10～ 事前通行規制解除 

（天瀬高塚 IC～日田 IC） 

 19:00～ 事前通行規制解除 

（朝倉 IC～日田 IC） 

※杷木 IC（上り）出口 通行止め継続中 

江津
ご う つ

道路 浜田 JCT～江津 IC 雨 7 月 5 日 14:35～ 事前通行規制 

 

・直轄国道の通行止め状況：現在、通行止め区間無し（7 月 3 日からの延べ通行止め３区間） 
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・都道府県管理国道の通行止め状況：現在、5 区間通行止め（7 月 3 日からの延べ通行止め 

19 区間） 

路線名 区間名 被災状況 備考 

国道２１１号 福岡県東峰村
とうほうむら

塔の元 法面崩落等
7 月 3日 10:00～全面通行止め 

人身・物損：無し、迂回路あり

国道３２２号 福岡県朝倉市秋月
あきづき

野鳥
の と り

法面崩落等
7 月 3日 8:20～全面通行止め 

人身・物損：無し、迂回路あり

国道３８８号 宮崎県門川町大字川内 法面崩落等
7 月 3日 2:00～全面通行止め 

人身・物損：無し、迂回路あり

国道５００号 
大分県中津市本耶馬渓

町跡田 
法面崩落等

7 月 3日 9:30～全面通行止め 

人身・物損：無し、迂回路あり

→7月 3 日 13:20 通行止め解

除 

国道５００号 福岡県添田町英彦山 法面崩落等

7 月 3日 11:40～全面通行止め 

人身・物損：無し、迂回路あり

→7月 4 日 16:30 通行止め解

除 

国道３８６号 福岡県朝倉市杷木穂坂 法面崩落等
7 月 4日 10:07～全面通行止め

人身・物損：無し、迂回路あり

国道５００号 福岡県東峰村小石原
こいしわら

 法面崩落等
7 月 4日 8:10～全面通行止め 

人身・物損：無し、迂回路あり

 

・都道府県道の通行止め状況： 

  現在、36 区間で通行止め（愛知県 1、岡山県 1、愛媛県 1、福岡県 6、大分県 27） 

 

（５）交通機関 

○鉄道（国土交通省調べ：７月５日15:00現在） 

・鉄道の運転中止区間 2 事業者 2 路線（最大 3 事業者、4 路線、7 区間で運休もしくは一部運休） 

事業者名 線  名 運転休止区間 
運転休止 運転再開

主な被害状況等 
日 時刻 日 時刻

ＪＲ東日本 米坂線 全線 5 11:35    雨量規制 

ＪＲ西日本 福塩線 府中駅～塩町駅間 5 8:39    雨量規制 

ＪＲ九州 
日田彦山

線 

豊前
ぶ ぜ ん

桝田
ま す だ

駅～ 

夜明
よ あ け

駅間 
3 5:31 4 0:30 

道床流出（宝珠山駅～大鶴駅

間） 

土砂流入・倒木（今山駅～夜明
よ あ け

駅間） 

筑前岩屋駅～ 

今山駅間 
4 9:18 4 15:37 雨量規制 

今山駅～夜明駅間 4 10:10 4 15:37 雨量規制 
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久大線 

筑後草野駅～ 

うきは駅間 
3 7:10 3 17:20

道床流出・築堤崩壊（田主丸駅

～筑後吉井駅間） 

うきは駅～ 

湯布院駅間 
3 7:10 4 0:42 

道床流出・線路冠水（筑後大石

駅～夜明
よ あ け

駅間） 

築堤崩壊（夜明
よ あ け

駅～光岡
てるおか

駅間） 

 

 

（６）文教施設等（文部科学省調べ：７月５日15：00現在） 

区 分 被災箇所数 

国立学校施設  

公立学校施設 7 

私立学校施設  

社会教育・体育、文化施設等 1 

文化財等  

研究施設等  

計 8 
※主な被害状況：建物内浸水 等 

 
 
（７）農林水産関係（農林水産省調べ：７月５日14：00現在） 

区分 

 

主な被害 

 

被害数 

 

被害額 

（百万円） 

被害地域 

 

農作物等 

 

パイプハウス

等の損壊 

4棟 

 

調査中 

 

大分県 

農作物の冠水 12ha 調査中 大分県 

農地・農 

業用施設関

係 

農地の損壊 129箇所 調査中 大分県 

農業用施設の

損壊 

43箇所 

 

調査中 

 

大分県 

 

林野関係 

 

 

林地荒廃 

 

12箇所 

 

調査中 

 

福岡県、長崎県、熊本県、大分県

治山施設 2箇所 調査中 熊本県、大分県 

林道施設等 7箇所 調査中 大分県 

森林被害 調査中 調査中  

 注：被害については、現時点で判明しているものを記載しており、引き続き調査中。 
 
（８）病院等関係（厚生労働省調べ：７月５日15：00現在） 

・大分県で歯科診療所3ヵ所が被災（床上浸水2件、床下浸水1件） 

 被災施設のうち、2件は診療再開 

 

（９）社会福祉施設関係（厚生労働省調べ：７月５日15：00現在） 

・大分県で 8 ヵ所、福岡県で 1 ヵ所が被災し、人的被害なし、床上浸水 5 件（うち 3 件が

避難）、床下浸水 1件（うち 1件が避難）、雨漏り等あり。 
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５．政府の主な対応 
（１）政府現地調査 
  ・後藤内閣府副大臣が大雨による被害状況及び現地の対応状況等を把握するため、関係省庁

とともに、7月6日に現地調査を実施予定 
 

（２）災害救助法の適用 
  ・大分県は、日田市、中津市に災害救助法を適用（適用日：7月3日） 
  ・福岡県は、朝倉市に災害救助法を適用（適用日：7月3日） 

 

（３）被災者生活再建支援法の適用 
  ・大分県は、日田市に被災者生活再建支援法を適用（適用日：7月3日） 

 

（４）各府省庁の対応 

①内閣府の対応 
      ・今後の気象状況の見通し及び被害状況等に係る情報共有を図るとともに、今後の対応を

確認するため、関係省庁による会議を実施した。（7月4日19時00分） 
 

②警察庁の対応 

・大分県中津市耶馬渓町における行方不明者事案に対し、大分県警察では、140人体制で捜索

を実施（7月4日～） 

 

③金融庁の対応 
・災害救助法の適用決定を受け、大分県内の関係金融機関等に対し、日本銀行と財務省九州
財務局の連名で「７月３日からの大雨による大分県内における災害に対する金融上の措置につ
いて」を発出し、預金の払戻時の柔軟な取扱い等、被災者の便宜を考慮した適時的確な措置を
講ずるよう要請(7 月 3 日) 

 

④総務省の対応 
・災害救助法の適用を受けた大分県日田市、中津市を告知先とする無線局免許人に対し、電波
利用料債権の催促状及び督促状の送付を停止する措置を実施 (7 月 3 日) 
・鳥取県から衛星携帯電話の貸出要請があり、8 台を貸出(7 月 5 日) 

 

⑤財務省の対応 
・災害救助法の適用を踏まえ、大分県の被災中小企業者対策として、日本政策金融公庫等にお
ける特別相談窓口の設置、災害貸付の適用等の措置を実施（7 月 4 日） 
・平成 24 年 7 月 3 日からの大雨による災害を危機認定し、日本政策金融公庫から指定金融機
関（日本政策投資銀行、商工組合中央金庫）を通じた危機対応融資の対象に追加（7 月 4 日） 
・日本政策金融公庫（農林水産事業）及び農林漁業信用基金に対し、窓口における親身な対応、
資金の円滑な融通、既貸付金の償還猶予等について配慮を求める配慮要請を行った（7 月 5
日） 
・日田市に対し、九州財務局から利用可能な国有財産（普通財産）のリストを情報提供(7 月 4 日) 
・大分県に対し、九州財務局から利用可能な国有財産（普通財産）のリストを情報提供(7 月 5 日) 

 

⑥文部科学省の対応 
・中国・九州地方の都道府県教育委員会に対し、防災態勢の強化を図るとともに、児童生徒等
の安全確保及び施設の安全確保等に万全を期すよう要請（7 月 2 日 15 時 32 分） 
 

⑦経済産業省の対応 
・大分県における災害救助法の適用を踏まえ、被災中小企業者対策として、特別相談窓口の設
置、災害復旧貸付の適用、既往債務の返済条件緩和等、小規模企業共済災害時即時貸付の
適用の措置を講じた（７月４日 15 時 30 分） 
 



8 

 

⑧厚生労働省の対応 
・避難所の生活環境の整備等について、十分な配慮を行うよう大分県に通知 

 

⑨農林水産省の対応 
・被害農林漁業者等に対する資金の円滑な融通、既貸付金の償還猶予等について関係金融機関に

通知を発出（７月５日） 
・農業共済の迅速かつ適切な損害評価の実施及び早期支払体制の確立について共済組合連合会等

に通知を発出（７月５日） 
 

⑩国土交通省の対応 
・国土交通本省警戒体制 （平成 23 年 9 月 4 日 13：20 より継続） 
・九州地方整備局からリエゾンとして 2 県 4 市 2 町（福岡県庁、大分県庁、福岡県久留米市、朝
倉市、大分県中津市、日田市、福岡県上毛町）に派遣（のべ４４人・日（7月3日～5日））し、被害
情報の収集や自治体からの要望に対する調整等に従事 
・筑後川水系花月川（国土交通省管理区間）および有田川（花月川支川）、熊ノ尾川（有田川支
川）（県管理区間）で発生した堤防決壊等の被害に対し、河川堤防等の被害状況の調査、復旧
方針等の技術的な支援、助言のため、大分県日田市へ水管理・国土保全局、国土技術政策総
合研究所、九州地方整備局、土木研究所より緊急災害対策派遣隊（TEC-FORCE）9 名を派遣
中 
・九州地方整備局災害対策用ヘリコプター（はるかぜ）による現地調査を実施（7 月 3 日、4 日、5
日） 
・７月１日に大分県由布市湯布院町岳本川で発生した土石流災害に対し、警戒避難態勢及び今
後の対応についての技術指導を行うため、大分県の要請に基づき、国土技術政策総合研究所、
土木研究所より２名を現地に派遣(7 月 5 日～6 日) 
・７月３日に福岡県久留米市田主丸町地徳で発生した斜面崩壊に対し、警戒避難態勢及び今後
の対応についての技術指導を行うため、福岡県の要請に基づき、土木研究所より１名を現地に
派遣(7 月 5 日)         
         


